
SCRAP
BOOK

　

と
も
す
る
と
、
日
常
か
ら
は

縁え
ん

遠
く
感
じ
ら
れ
る
「遺
跡
」。

し
か
し
遺
跡
は
私

わ
た
し

た
ち
の
足

元
に
も
眠ね

む

っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
開
発
さ
れ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
で
も
数
多
く
の
遺
跡
が

見
つ
か
り
、
そ
の
発は

っ
　
く
つ掘

調
査

成
果
は
時
に
新
聞
紙
面
を
飾か

ざ

っ
て
私
た
ち
を
驚

お
ど
ろ

か
せ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
新
聞
記
事
で
当
時

の
驚
き
を
追
体
験
し
な
が
ら
、

再
び
そ
の
価か

値ち

に
触ふ

れ
て
み

ま
し
ょ
う
。



番号は展示順

遺跡一覧

今回展示した考古資料は、すべて東京都
教育委員会が所蔵しています。

All the exhibits are owned by Tokyo 
Metropolitan Board of Education.

凡例

この冊
さ っ し

子は、 東京都立埋
まいぞう

蔵文化財調査センター令和５年度企
き か く て ん じ

画展示 『多
た

摩
ま

新
ニュータウン

街 遺
い

跡
せき

切
スクラップブック

抜帖』 の解説冊子として

作成しました。

この解説冊子で取り上げた遺
い ぶ つ

物 ・ 写真資料は、 東京都立埋蔵文化財調査センターに所
し ょ ぞ う

蔵されています。

この企画展示は、 東京都教育委員会の協力により開
かいさい

催しています。

この冊子に掲
けい

載
さい

した新聞記事はすべて転
てん

載
さい

禁
きん

止
し

です。

新聞にのった遺跡の位置

番号
多摩ニュータウン

遺跡番号
遺跡所在地 時代

資料名

※数字は出陳点数
No.

Tama New

Town

Site No.

City Period Objects
the number following the name of

each object indicate the number of

exhibits.

① 769 多摩市 旧石器時代

▽尖頭器4▽細石刃5▽細
石刃核2▽ナイフ形石器3
▽台石1▽敲石1

① 769 Tama Paleolithic

② 426 八王子市 旧石器時代
▽尖頭器7▽細石刃核1▽
ナイフ形石器7▽削器1 ② 426 Hachioji Paleolithic

③ 916・917 町田市 古墳時代
▽広口壺2▽甕2▽高坏2
▽壺3

③
916・
917

Machida Kohun

④ 107 八王子市 奈良・平安

▽木皿4▽蓋1▽曲物1▽
鋤1▽鞍1▽須恵器　坏2▽
須恵器　坏蓋2

④ 107 Hachioji Nara/Heian

⑤ 484 八王子市 中世
▽大量出土銭（実物による
復元展示（部分）） ⑤ 484 Hachioji Medieval

⑥ 513 稲城市 中世
▽板碑3▽五輪塔（空風
輪）1▽五輪塔（地輪）1▽五
輪塔（火輪）1

⑥ 513 Inagi Medieval

⑦ 450 多摩市 縄文時代 ▽土器片1 ⑦ 450 Tama Jomon

⑧ 753 多摩市 縄文時代

▽浅鉢4▽深鉢4▽土製玦
状耳飾5▽土玉1▽石製玦
状耳飾3▽石製玦状耳飾
未製品1▽石製管玉2▽石
製丸玉3▽石鏃2▽石錐1
▽石匙2▽石槍1▽打製石
斧1▽磨製石斧2▽礫器2
▽加工礫3▽石皿1

⑧ 753 Tama Jomon

⑨
72・795・
796

八王子市 縄文時代
▽縄文土器　浅鉢1▽縄文
土器　深鉢19

⑨
72・
795・
796

Hachioji Jomon

⑩ 57 多摩市 縄文時代 ▽土器片6 ⑩ 57 Tama Jomon

▽Points 4▽Microblades 5▽
Microcores 2▽Knife-shaped tools 3
▽Anvil stone 1▽Hammerstone 1

▽Points 7▽Microcore 1▽Knife-
shaped tools 7▽Side scraper 1

▽Wide-mouthed Jars 2▽Pots 2
▽Pedestaled bowls 2▽Jars 3

▽Wooden plates 4▽Wooden lid 1▽
Wooden container 1▽Spade 1▽
Saddle 1▽Bowls(Sue ware) 2▽
Lids(Sue ware) 2

▽Coins

▽Itabi(medieval steles) 3▽Gorin-
To(miniature stone pagodas) 3

▽Pottery 1

▽Shallow bowls 4▽Deep bowls 4▽
Clay earrings 5▽Clay bead 1▽Stone
earrings 3▽Stone ear-
ring(unfinished) 1▽Stone beads 2▽
Stone beads 3▽Arrowheads 2▽
Stone awl 1▽Tanged scrapers 2▽
Point 1▽Chipped stone axe 1▽
Polished stone axes 2▽Pebble tools
2▽Utilized Pebbles 3▽Quern 1

▽Shallow bowl 1 ▽Deep bowls
19

▽Pottery 6

Google Earth より （一部改変）



所
在
地
：
八
王
子
市
、
町
田
市
、
多

摩
市
、
稲
城
市
に
ま
た
が
る

面
積
：
２
，
９
８
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

調
査
期
間
：
昭
和
41
年
～
平
成
17
年

Location. 
Spanning Hachioji, 
Machida, Tama and 
Inagi cities
Area. 
2,984 ha
Excavation. 
1966-2005

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺
跡
群

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
遺
跡
調
査

　

地
面
の
下
に
眠ね
む

っ
て
い
る
遺い

跡せ
き

た
ち

は
、
建
物
や
道
路
を
つ
く
る
た
め
の
工

事
に
よ
っ
て
壊こ

わ

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、
遺
跡
の

記
録
を
後
の
時
代
に
伝
え
る
た
め
に
発は

っ

掘く
つ

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
多た

摩ま

ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
つ
く
ら
れ
る
際
に
も
、
た
く

さ
ん
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
市
に
ま
た
が
る
計
画
都
市
・
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
範は

ん

囲い

か
ら
は
、
最
終
的

に
９
６
４
カ
所
の
遺
跡
が
見
つ
か
り
、
そ

の
う
ち
の
７
７
０
カ
所
ほ
ど
が
発
掘
調
査

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
は
近
代
的
な
開

発
の
手
が
及お

よ

ん
で
お
ら
ず
遺
跡
の
残
り
が

よ
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
広
大
な
範
囲
を

綿め
ん

密み
つ

に
１
つ
の
調
査
組
織
が
発
掘
調
査
す

る
機
会
に
恵め

ぐ

ま
れ
た
た
め
、
新
た
な
知

見
を
数
多
く
も
た
ら
し
ま
し
た
。

Within Tama New Town, which spans 
across four cities, a total of 964 
archaeological sites have been found, and 
approximately 770 of them have been 
excavated. 
     This area had been fortunate enough to 
have avoided modern development, which 

読
売
新
聞
　
昭
和
52(

１
９
７
７)

年
10
月
15
日
付

had allowed for a significant number of 
well-preserved archaeological sites to be 
discovered over a vast area.
     Additionally, due to the opportunity 
provided by a single survey organization to 
conduct detailed excavations, numerous 
new discoveries have been made.
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地
ち

域
いき

別埋蔵文化財記事数
★ 当展示で取り上げる遺跡の番号を記した。

多摩ニュータウン地域での調査遺跡数と
埋蔵文化財記事数（ 当センターデータベースより）

記
事
に
の
っ
た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
遺
跡

　

調
査
遺
跡
数
の
多
い
１
９
８
０
年
代
の
後
半
か

ら
１
９
９
０
年
代
の
前
半
に
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
遺
跡
群
の
埋ま

い

蔵ぞ
う

文
化
財
に
関
す
る
新
聞
記
事

数
も
増
加
し
て
い
る
。

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺
跡
の
番
号

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺
跡
群
の
各
遺
跡
に
は
、
発
見
さ

れ
た
順
に
１
か
ら
９
６
４
の
番
号
が
振ふ

ら
れ
て
お
り
、
「多

摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
№
72
遺
跡
」
の
よ
う
に
呼こ

称し
ょ
う

す
る
。
当

展
示
で
は

「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
を
略
し
、
単
に

「
№

72
遺
跡
」
の
よ
う
に
表
示
す
る
。

05 10 15 20

1977

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1995

1997

2000

2001

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
の
展
開
と
遺
跡
調
査
を
行
っ
た
エ
リ
ア
の
関
係

　
　
　
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
エ
リ
ア
（
赤
色
で
示
し
た
）
を
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
展て
ん
開か
い
図ず

に
重
ね
た
。

　
　
　
調
査
し
た
エ
リ
ア
の
傾け
い
向こ
う
ご
と
に
複
数
年
度
を
ま
と
め
て
い
る
。（
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
展
開
図 

引
用
元
：
文
献
１
）　

京王堀之内

京王堀之内

京王堀之内

京王堀之内

京王堀之内

　

当
展て

ん

示じ

で
は
、
新
聞
記
事
に
複
数
回
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
、
当
時
と
し
て
も
注
目
度
の

高
か
っ
た
遺
跡
の
ほ
と
ん
ど
を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
が
、
そ

の
多
く
は
こ
の
時
期
に
記
事
に
さ
れ
た
も
の
だ
。
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多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺
跡
群
の
調
査
成
果
に
基
づ
く
研
究

縄
文
時
代
の
粘
土
採
掘
場
と
土
器
製
作
場

　

町
田
市
小
山
ヶ
丘
で
は
、
縄
文
時
代
の
大だ

い

規き

模ぼ

な
粘ね

ん

土ど

採さ
い

掘く
つ

場じ
ょ
う

（
№
２
４
８
遺
跡
）
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
規
模
は
調
査
さ

れ
た
範
囲
だ
け
で
も
２
，
４
０
５
㎡
。
少
な
く
と
も
６
３
５
ト
ン

も
の
粘
土
が
千
年
以
上
に
わ
た
り
発
掘
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
丘お

か

の
斜し

ゃ

面め
ん

を
す
べ
て
剝は

が
す

よ
う
な
広
域
調
査
の
た
め
に
、
そ
の
広
大
さ
を
確か

く

認に
ん

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

丘
の
ふ
も
と
の
集
落
跡あ

と

（
№
２
４
５
遺
跡
）
か
ら

は
縄
文
土
器
の
製
作
現
場
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ

こ
で
見
つ
か
っ
た
土
器
の
か
け
ら
と
半
分
に
割わ

れ
た

石
器
は
、
な
ん
と
粘
土
採
掘
場
で
見
つ
か
っ
た
も
の

の
一
部
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
２
つ
の
遺
跡
を
当

時
の
人
び
と
が
行
き
交
っ
て
い
た
こ
と
は
間ま

違ち
が

い
な

く
、
当
時
の
土
器
づ
く
り
の
実
態
を
粘
土
採
掘
か

ら
製
作
現
場
ま
で
追
う
こ
と
の
で
き
る
貴き

重ち
ょ
う

な
事

例
と
な
っ
た
。
（参
考
：文
献
２
）

　

冒ぼ
う

頭と
う

で
述
べ
た
よ
う
に
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺
跡
群
は
残
り

の
よ
い
遺
跡
が
多
か
っ
た
こ
と
と
、
広こ

う

域い
き

調
査
を
行
っ
た
点
に
お

い
て
考
古
学
研
究
に
新
た
な
知
見
を
も
た
ら
し
た
。
前
者
に
つ
い

て
は
次
ペ
ー
ジ
以い

降こ
う

の
解
説
に
預あ

ず

け
、
こ
こ
で
は
後
者
の
事
例
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

縄
文
時
代
の
狩
猟
空
間

　

さ
ら
に
広
域
な
遺
跡
間
の
関
係
を
対

象
と
し
た
研
究
と
し
て
、
狩し

ゅ

猟
り
ょ
う

空
間

の
研
究
が
あ
る
。
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

遺
跡
群
か
ら
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣

け
も
の

を
獲と

る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
縄
文
時
代

の
陥お

と

し
穴あ

な

が
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
て
い

る
。
広
域
調
査
を
行
っ
た
た
め
に
、
陥

し
穴
を
掘ほ

る
場
所
と
地
形
の
関
係
を
も

考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

２つの遺跡間で接合した浅鉢と打製石斧

毎日新聞　昭和 62(1987) 年 5 月 13 日付
※記事レイアウトを変更している。

斜面一帯に掘られた陥し穴（№ 106 遺跡 文献４）

　

陥
し
穴
土
坑
は
傾け

い

斜し
ゃ

が
緩ゆ

る

や
か
で
深

い
谷
に
よ
る
開か

い

析せ
き

が
進
ん
だ
、
川
の
南

側
斜
面
に
多
い
。
特
に
河か

岸が
ん

段だ
ん

丘
き
ゅ
う

面

と
、
ふ
と
こ
ろ
の
深
い
谷
の
谷
頭
近
く

に
集
中
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

　

ど
ち
ら
も
穴
の
形
態
に
よ
る
分
類
や
、

穴
を
埋う

め
て
い
た
土
に
差
が
な
い
た
め
、

ほ
と
ん
ど
同
時
期
に
使
用
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。（
参
考
：
文
献
３
）
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旧
石
器
時
代
の
礫
群
発
見

所
在
地
：
多
摩
市
豊
ヶ
丘
一
丁
目

調
査
期
間
：
昭
和
56
年
６
月
29
日
～
昭
和
57
年
12
月
24
日

時
代
：
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
、
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
、
中
世
、
近
世

発
掘
調
査
報
告
書
：
文
献
５

Location. 
Toyogaoka, Tama 
City   
Excavation.  
Jun.29th,1981–
Dec.24th,1982
Period.
Paleolithic, Jomon, 
Nara, Heian, Middle 
Ages, Edo

　

旧
石
器
時
代
の
遺
跡
で
、
キ
ャ
ン
プ
し
た

後
の
よ
う
に
焼
け
た
石
が
集
ま
る
事
例
が
い

く
つ
も
見
つ
か
る
こ
と
は
、
今
と
な
っ
て
は

珍め
ず
らし
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
大だ
い

規き

模ぼ

調

査
が
少
な
か
っ
た
当
時
、
こ
の
発
見
は
多
く

の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
た
。
こ
の
遺
跡
で

は
炭
や
石
器
の
集
中
し
た
箇か

所し
ょ

も
発
見
さ

東京新聞　
昭和 57(1982) 年 7 月 18 日付

№
７
６
９
遺
跡

れ
、
人
々
の
活
動
を
示
す
痕こ
ん

跡せ
き

は
76
箇
所
に

も
及お

よ

ん
だ
。
多
く
の
人
に
〝
大
団
地
〟
を
も

連
想
さ
せ
る
こ
の
成
果
は
、
学
問
的
に
も
「
少

人
数
で
放ほ

う

浪ろ
う

」
し
て
い
た
だ
け
と
い
う
旧
石

器
時
代
の
強
い
イ
メ
ー
ジ
に
一
石
を
投
じ
た
。

今
で
は
、
こ
の
周
辺
に
も
多
く
の
旧
石
器
時

代
遺
跡
の
存そ

ん

在ざ
い

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

遺
跡
の
位
置

　

遺
跡
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に
併へ

い

設せ
つ

す
る
遺
跡
庭
園

「
縄
文
の

村
」
（
№
57
遺
跡
）
か
ら
東

の
谷
を
挟は

さ

ん
だ
対
岸
に
位
置

す
る
。
調
査
後
の
跡あ

と

地ち

に
は
、

現
在
豊と

よ

ヶが

丘お
か

団
地
の
一
号
棟と

う

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

activity appearing in as many as 
76 locations. This result, which 
reminds many of a “large 
residential area,” challenged the 
strong image of the Paleolithic 
period as being characterized by 

“small groups of wanderers.”
     Nowadays, the presence of 
many Paleolithic sites in the 
surrounding area has also been 
confirmed.

It is not uncommon to find 
clusters of burned stones in 
Japanese Paleolithic sites, 
similar to those left behind after 
camping. However, at the time 
when large-scale excavations 
were scarce, this discovery 
garnered the attention of many 
researchers.
     At this site, concentrations 
of charcoal and stone tools were 
also found, with traces of human 

Google Earth より （一部改変）

①
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当時の地形をほぼ活かして開発されたこの
土地は、旧石器時代の古くから人々が集ま
る恰

かっ
好
こう

の場所であったことがうかがえる。

遺跡現況 ( 記事内の写真の範囲）

No.769 遺跡出土台石と磨石
記事では「石

いし
皿
ざら

」とあるが、学術的には、
この用語は縄文時代のものを指す。「台

だい
石
いし

」は、石皿のような使われ方をした可
能性がある旧石器時代の石器。「磨

すり
石
いし

」は石皿や台石の上でものを磨
す

る道具だ。

礫群と磨石＋台石の出土地点

　

こ
の
遺
跡
で
は
、
遺
物
の
出
土
層そ

う

位い

と

石
器
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
内
容

（
組
成
）

に
よ
り
、５
つ
の
時
期
（文
化
層
）
に
わ
た
っ

て
連
綿
と
人
々
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
特
に
注
目
を
浴
び
た

８
箇
所
の
礫れ

き

群ぐ
ん

は
、
本
遺
跡
で
最
も
古
い

第
５
文
化
層
で
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
痕こ

ん

跡せ
き

は
、
一
度
に
残
さ
れ
た
も
の
な
の
か
複
数

回
に
わ
た
る
結
果
で
あ
る
の
か
。
あ
る
い

は
一
つ
の
集
団
が
の
こ
し
た
の
か
複
数
の

集
団
の
存そ

ん

在ざ
い

も
あ
り
う
る
の
か
。
痕
跡
が

遺の
こ

さ
れ
る
過
程
と
集
団
行
動
に
つ
い
て
の

問
題
は
、
周
辺
調
査
事
例
を
巻ま

き
込こ

み
、

旧
石
器
時
代
研
究
の
大
き
な
課
題
の
一
つ

と
し
て
今
も
議ぎ

論ろ
ん

さ
れ
て
い
る
。

№
７
６
９
遺
跡
を
遺
し
た
人
々
の
活
動

★★

★★★★
★★★★

★★

★★ ★★
★★★★

★★
★★
★★

★★ ★★
★★
★★

★★

★★

★★

★★

★★★★

★…旧石器時代検出遺跡★…旧石器時代検出遺跡

周辺の旧石器時代検出遺跡　※東京都遺跡地図情報インターネット提供サービスと国土地理院地図を重ねて作成
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最
大
級
の
尖
頭
器

所
在
地
：
八
王
子
市
堀
之
内

調
査
期
間
：
昭
和
60
年
８
月
１
日
～
昭
和
61
年
８
月
８
日

時
代
：
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
、
平
安
時
代
、

　
　
　
中
世
、
近
世

発
掘
調
査
報
告
書
：
文
献
６

Location. 
Horinouchi, Hachioji 
City
Excavation.  
Aug.1th,1985–
Aug.8th,1986
Period.
Paleolithic, Jomon, 
Yayoi, Kofun, Heian, 
Middle Ages, Edo

　
「
関
東
で
最
大
の
尖せ
ん

頭と
う

器き

」
と
報
道
さ
れ
、
こ
の
遺
跡
に

光
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
61
年
11
月

21
日
の
こ
と
だ
。
大
型
尖
頭
器
は
別
の
遺
跡
（
№
27
遺
跡
）

で
も
見
つ
か
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
上
回
る
大
き
さ
で
記

録
を
更こ

う

新し
ん

し
た
。
こ
の
後
も
各
地
で
多
く
の
遺
跡
調
査
が

現
在
ま
で
行
わ
れ
て
い

る
も
の
の
、
今
も
な
お

関
東
最
大
級
の
肩か

た

書が

き

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
一
方
で
は
謎な

ぞ

の

多
い
石
器
で
も
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
大
き

さ
が
必
要
だ
っ
た
の

か
。
な
ぜ
こ
の
場
所
で

作
ら
れ
た
の
か
。
何
に

使
お
う
と
し
て
い
た
の

か
。
そ
も
そ
も
本
当
に

使
お
う
と
し
て
い
た
の

か
。
抱か

か

え
る
問
題
も
最

大
級
で
あ
る
。 

This artifact, dubbed as 
‘the largest pointed 
stone tool in the Kanto 
region,’ gained attention 
when it was discovered 
at this archaeological site 
on November 21, 1986.
     Although a large 
pointed stone tool had 
been found at another 
site (Site No. 27), this 
was an even larger one.
     Since then, numerous 
archaeological 
excavations have been 
conducted in various 
places, but the title of 
the largest in the Kanto 
region remains 
unchanged.
     On the other hand, it 
is also a mysterious stone 
tool. Why was such a 
large size necessary? 
Why was it made at this 
location? What was it 
intended for? Was it 
actually meant to be used 
at all? The problems it 
poses are also significant.

毎日新聞　昭和 61(1986) 年 11 月 21 日付　※一部レイアウトを変更している。

№
４
２
６
遺
跡

堀之内番場公園
（遺跡保存地区）

富士山

大
　
　栗
　
　川

遺跡範囲

病院施設
(出土地点 )

京 王 相 模 原 線

京王堀之内駅

▼

▼

遺跡の位置 Google Earth より （一部改変）

②
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尖
頭
器
と
は

　

尖
頭
器
は
先せ

ん

端た
ん

を
鋭

す
る
ど

く
尖と

が

ら
せ
木
葉
形
に
製
作
さ
れ
た

石
器
で
、
槍や

り

に
仕
立
て
て
大

型
の
獣

け
も
の

を
狩
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
全
国
的
に

一い
っ

般ぱ
ん

的
な
平
均
サ
イ
ズ
は

10
㌢
に
満
た
な
い
も
の
が
多

い
が
、
稀ま

れ

に
18
㌢
を
超こ

え
る

「
大
型
尖
頭
器
」
が
発
見
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
石
器
の
問
題
は
多
岐

に
わ
た
り
、
大
き
な
獣
に
は

大
き
な
武
器
を
と
い
う
に

は
、
重
さ
の
点
で
扱

あ
つ
か

い
に
く

く
、
数
も
少
な
い
。
ま
た
、

使
用
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
繰く

り
返
し
の
結
果
と
し
て
大
型

か
ら
小
型
化
し
た
と
い
う
説

や
、
優ゆ

う

美び

で
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

存そ
ん

在ざ
い

感か
ん

か
ら
威い

信し
ん

財ざ
い

と
す
る
説

な
ど
も
あ
る
。
一
方
素
材
の

点
で
も
、
豊
富
に
入
手
で
き

る
産
地
に
遺
跡
が
限
定
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
い
ま
だ
に

答
え
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

後期旧石器時代後半期の狩猟対象獣
（引用元：文献７）

大型尖頭器出土遺跡の位置
（引用元：文献９）

記事になった№ 426 遺跡出土の尖頭器

北海道今
いま

金
かね

町
ちょう

美
ぴ

利
り

河
か

1 遺跡の
超大型尖頭器

（引用元：文献８　巻頭カラー図版）

未
製
品
で
は
あ
る
も
の
の
長
さ
44
・
７
㎝
、

重
量
４・４
㎏
を
測
る
国
内
最
大
級
の
尖
頭
器

で
あ
る
。
石
材
に
は
頁け

つ
岩が
ん
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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遺
跡
の
場
所

東京新聞
平成 3(1991) 年
11 月 29 日付

古
墳
時
代
の
住
居
の
祭
祀

№
９
１
６・９
１
７・９
１
８
遺
跡

所
在
地
：
町
田
市
小
山
ヶ
丘
二・三
丁
目

調
査
期
間
：
９
１
６
遺
跡　
平
成
３
年
４
月
１
日
～
平
成
４
年
３
月
31
日

 
  

９
１
７
遺
跡　
平
成
４
年
11
月
18
日
～
平
成
４
年
３
月
31
日

 
  

９
１
８
遺
跡　
平
成
３
年
７
月
13
日
～
平
成
４
年
３
月
31
日

 
 

　
　
平
成
４
年
４
月
４
日
～
平
成
４
年
８
月
７
日

時
代
：
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
、
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
、
中
世
、
近
世

発
掘
調
査
報
告
書
：
文
献
10

Location. 
Oyamagaoka, Machida 
City
Excavation.  
No. 916 Site Apr. 1st,   
1991–Mar. 31st, 1992
No. 917 Site Nov. 18th,
1992–Mar. 31st, 1992
No. 918 Site Jul. 13th, 
1991–Mar. 31st, 1992 
Apr. 4th, 1992–Aug. 
7th, 1992
Period.
Paleolithic, Jomon, 
Kofun, Nara, Heian, 
Medieval, Edo

　

相さ
が
み模
野の

台
地
を
見み

渡わ
た

す

丘き
ゅ
う
り
ょ
う
陵
の
西せ
い

端た
ん

で
発
見
さ
れ

た
大だ

い

規き

模ぼ

な
集
落
遺
跡
。

竪た
て

穴あ
な

住じ
ゅ
う
き
ょ居
跡あ
と

60
軒け
ん

超ち
ょ
うに
加

え
方
形
周し

ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

２
基
も
検

出
さ
れ
た
。
弥
生
時
代
末
、

そ
れ
ま
で
何
も
な
か
っ
た

場
所
に
集
落
が
突と

つ
じ
ょ如
現
れ
、

古
墳
時
代
の
は
じ
め
に
は

ま
た
忽こ

つ
ぜ
ん然
と
姿す
が
たを
消
し
た
、

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
未

だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

遺
跡
は
下
の
地
図
に
示
し

た
通
り
、
広
い
範は

ん
い囲
に
広

が
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後

の
大
規
模
な
造
成
に
よ
っ

て
、
当
時
の
様
子
を
想
像

す
る
こ
と
は
難む

ず
かし
い
。

This large-scale settlement was 
discovered at the western edge of the 
Tama hills, overlooking the Sagamino 
Plateau.
     In addition to the remains of over 60 
pit-houses, two hokei-shukobo(square-
shaped moated burial precincts) were also 
uncovered. The settlement appeared 
suddenly at the end of the Yayoi Period, 

現
在
、
遺
跡
周
辺
に
は

大
型
施
設
・
店
舗
が
立

ち
並
ぶ
。

尾
根
緑
道
に
沿
っ
て

残
っ
て
い
る
丘
陵
地
形

は
、
本
来
は
遺
跡
範
囲

ま
で
広
が
っ
て
い
た
が
、

開
発
工
事
に
よ
っ
て
削

ら
れ
て
い
る
。

and then disappeared again at the 
beginning of the Kofun Period.
     The site was spread over a wide area, 
from the south of One Ryokudo greenway 
to near the Starbucks Coffee and a large 
sporting goods store. However, the 
subsequent large-scale land development 
has made it challenging to envision what 
the area may have looked like in the past.

Google Earth より （一部改変）

③
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右
ペ
ー
ジ
に
掲け

い

載さ
い

し
た
記
事
中
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
遺

跡
南
側
で
見
つ
か
っ
た
13
号
竪
穴
住
居
跡
の
写
真
。
北
壁か

べ

付

近
で
土
器
が
集
中
し
て
出
土
し
た
様
子
が
写
さ
れ
て
い
る
。

出土状況から推定される元の並べ方出土状況から推定される元の並べ方

土
器
集
中
出
土　
住
居
廃
絶
祭
祀
か

　

土
器
の
一
部
を
意
図
的
に
打
ち
欠
き
、
ま
た
そ
れ
を
組
み

合
わ
せ
て
置
い
た
様
子
な
ど
か
ら
、
日
常
使
用
し
て
い
た
も

の
が
そ
の
位
置
に
残
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
住
居
を
捨す

て
去
る
際
の
祭さ

い

祀し

に
使
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

13 号竪穴住居跡北壁付近の土器出土状況13 号竪穴住居跡北壁付近の土器出土状況

（上）住居跡群の空撮写真（手前が北）（上）住居跡群の空撮写真（手前が北）
（左）13 号住居跡の平面図（上が北）（左）13 号住居跡の平面図（上が北）

0 2m
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遺
跡
の
場
所

毎
日
新
聞

平
成
元(

１
９
８
９)

年

８
月
２
日
付

平
安
時
代
の
木
器
出
土

所
在
地
：
八
王
子
市
松
木

調
査
期
間
：
第
１
～
８
次
　
昭
和
53
年
４
月
24
日
～
平
成
元
年
12
月
22
日

時
代
： 

旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
、
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
、
中
世
、
近
世

発
掘
調
査
報
告
書
：
文
献
11

Location. 
Matsugi, Hachioji City
Excavation.  
1st–8th
Apr. 24th, 1978–
Dec. 22nd, 1989
Period.
Palaeolithic, Jomon, 
Kofun, Nara, Heian, 
Medieval, Edo

　

大お
お

栗く
り

川
と
大
田
川
の
合
流
地
点
に
あ
る
遺

跡
。
二
つ
の
川
に
挟は

さ

ま
れ
た
台
地
上
に
は
旧

石
器
時
代
か
ら
人
が
居
住
し
、
戦
国
時
代
に

は
当
地
の
有
力
武
士
で
あ
る
大
石
氏
が
館
を

The site is located at the confluence of the Oguri 
River and the Ota River. The small rise between the 
two rivers has been inhabited since the Paleolithic 
period, and during the Sengoku period(approximately 
mid-15c to 16c), the Oishi family, a powerful warrior 
clan in the area, established a residence there.
     In the Nara and Heian periods, a settlements was 
also built, and a large amount of wooden vessels 
were excavated from the remains of a waterhole 
found in the adjacent valley. The presence of 
wooden and earthenware vessels with characters 

№
１
０
７
遺
跡

構
え
た
。
奈
良
・
平
安
時
代
に
も
集
落
が

築
か
れ
、
隣り

ん

接せ
つ

す
る
谷
で
見
つ
か
っ
た
水

場
遺い

構こ
う

か
ら
は
、
多
量
の
木
器
が
出
土
し

た
。「
官
」
等
の
文
字
の
書
か
れ
た
木
器
・

土
器
の
存そ

ん

在ざ
い

か
ら
、
国
府
な
ど
と
関
係
の

深
い
人
物
が
住
ん
で
い
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。
遺
跡
の
あ
っ
た
場
所

は
削け

ず

ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、

隣
接
地
に
は
古
い
石
仏
や
石
塔
、

樹じ
ゅ

齢れ
い

４
０
０
年
を
超
え
る
サ
ル

ス
ベ
リ
が
残
り
、
中
世
の
面お

も

影か
げ

を
偲し
の

ば
せ
る
。

such as kan  (government official) suggests that 
someone closely related to the provincial government 
of Musashi* may have lived in the area.
     Although the area where the site was found has 
been cleared away, a 400 year old crape myrtle tree 
still stands in the nearby area, inviting us to 
reminisce about the medieval period.

*the province which today comprises Tokyo 
Metropolis, most of Saitama Prefecture and part of 
Kanagawa Prefecture

G
o
o
g
le

 E
a
rth

よ
り
（一
部
改
変
）

④
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水場遺構水場遺構 水場遺構　取水口　拡大水場遺構　取水口　拡大

鞍骨鞍骨 曲物曲物

木器・須恵器木器・須恵器

　

古
代
の
水
場
遺い

構こ
う

は
木
を
組
み
合
わ
せ
た
貯

水
部
と
、
貯
め
た
水
を
外
に
流
す
た
め
の
排は

い

水す
い

部
か
ら
な
る
。

　

貯
水
部
北
西
部
に
重
ね
ら
れ
た
曲ま

げ

物も
の

を
通
し

て
取
水
し
、
ま
た
、
南
側
の
平へ

い

坦た
ん

面め
ん

は
何
ら
か

古
代
水
場
遺
構　
大
量
の
遺
物
を
検
出の

作
業
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　

出
土
遺
物
か
ら
、
８
世
紀
後
半
に
作
ら
れ
、

９
世
紀
中
頃ご

ろ

に
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
古
代
の
遺
構
の
下
に
、
古こ

墳ふ
ん

時
代
の
水
場
遺
構
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

奈良・平安時代の水場遺構からの木器等出土状況奈良・平安時代の水場遺構からの木器等出土状況

※縮尺不同※縮尺不同11



朝
日
新
聞　
昭
和
58(

１
９
８
３)

年
11
月
16
日
付

（
承
諾
番
号23-0176

）

戦
国
時
代
の

大
量
出
土
銭

所
在
地
：
八
王
子
市
南
大
沢
２
２
０
、２
２
５
、２
３
２
他

調
査
期
間
：
昭
和
58
年
９
月
５
日
～
12
月
26
日

時
代
：
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
、
平
安
時
代
、
中
世

発
掘
調
査
報
告
書
：
文
献
12

Location. 
Minami Osawa, 
Hachioji City
Excavation.  
Sep. 5th, 1983–Dec. 
26th, 1983
Period.
Jomon, Yayoi, Heian, 
Medieval  

　
「
古こ

銭せ
ん

２
万
６
千
枚ま
い

出
土
」
と
騒

が
れ
た
の
は
№
４
８
４
遺
跡
で
あ

る
。
こ
の
出
土
銭
は
中
世
に
掘ほ

ら

れ
た
３
つ
の
穴あ

な

に
埋う

め
ら
れ
、
の

ち
の
集
計
で
は
約
２
万
７
千
枚
に

も
及お

よ

ん
だ
。
中
国
か
ら
の
渡と

来ら
い

銭せ
ん

を
中
心
と
す
る
66
の
銭
種
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
15
世
紀
後
半
～
16

世
紀
初
頭
に
埋
め
ら
れ
た
と
推す

い

定て
い

さ
れ
、「
戦
国
時
代
の
隠か
く

し
金
？
」

と
も
紹し

ょ
う
か
い介
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ

の
大
量
出
土
銭
。
一
見
す
る
と
大

金
に
も
見
え
る
が
、
実
際
は
と
て

も
戦
費
を
ま
か
な
え
る
よ
う
な
額

で
は
な
い
。
一
体
な
ん
の
た
め
に

埋
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
今
も
な

お
論ろ

ん

争そ
う

が
続
い
て
い
る
。

The № 484 site was once widely publicized due to the large 
quantity of ancient coins discovered during an excavation.
     The coins were found buried in three pits that were dug 
during the medieval period, and a subsequent count revealed 
that there were as many as 27,000 coins.
     It is estimated that the coins were buried between the late 
15th century and early 16th century.
     However, while this large quantity of unearthed coins may 
seem like a substantial amount of money, it is actually 
insufficient to cover the cost of a war.
     What was the purpose of burying such a large quantity of 
ancient coins? The matter remains unresolved to this day.

№
４
８
４
遺
跡

⑤
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遺跡の場所

　

「
大
量
出
土
銭
」
と
は
、
数
千
あ

る
い
は
数
十
万
枚
以
上
も
の
銭
貨

が
ま
と
ま
っ
て
出
土
す
る
事
例
で
、

全
国
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
現
象
は
、
13
世
紀
後
期
か
ら

16
世
紀
後
期
ま
で
み
ら
れ
、
甕か

め

、

木
箱
、
布ぬ

の

袋ぶ
く
ろ

な
ど
容
器
に
入
れ
て

地
中
に
埋
め
る
場
合
や
直
接
土ど

坑こ
う

に
埋
め
る
場
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
ま
た
、
埋
め
る
場
所
の
決

大
量
出
土
銭
と
は

　

中
世
に
流
通
し
た
銭
は
、

ど
の
よ
う
な
モ
ノ
に
一
体

ど
れ
く
ら
い
必
要
だ
っ
た

の
か
。
こ
こ
で
は
、
本
遺

跡
の
大
量
出
土
銭
の
時
期

に
あ
た
る
15
世
紀
後
半
頃

の
物
価
の
事
例
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

モ
ノ
の
物
価

実際の出土状況

【 銭の単位 】
1枚＝1文（約 3.75g）
10 枚＝10 文＝1疋（約 37.5g）
約 97 枚＝10 疋＝1連（約 375g）
約 1,000 枚＝10 連＝1貫（約 3.75kg）
※緡銭（さしぜに）とは、銭貨の孔に紐を通して束ねたもの。

もん

ひき

れん　

かん

あな ひも

大量出土銭が出土した３つの穴の立地 15 世紀後半頃の物価の事例（参考：文献 13）

出土状況の再現

ま
り
も
な
く
埋
め
方
に
つ
い
て
は
よ

く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

特
に
最
大
の
謎な

ぞ

は
、
な
ぜ
埋
め
ら

れ
た
の
か
で
あ
る
。
呪
術
的
・
宗

教
的
な
行
い
の
た
め
に

「
埋ま

い

納の
う

」
し

た
説
と
、
な
ん
ら
か
の
財ざ

い

源げ
ん

の
確

保
を
目
的
に

「
備び

蓄ち
く

」
し
た
説
の

二
つ
が
議ぎ

論ろ
ん

さ
れ
て
お
り
、
埋
め

ら
れ
た
当
時
の
社
会
背は

い

景け
い

や
地ち

域い
き

の
事
情
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

Google Earth より （一部改変）
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読売新聞　昭和 59(1984) 年 1 月 20 日付

中
世
の
聖
域

所
在
地
：
稲
城
市
大
丸

調
査
期
間
：
昭
和
57
年
４
月

１
日
～
昭
和
59
年
２
月
28
日

昭
和
60
年
４
月
１
日
～
昭
和

61
年
７
月
10
日

時
代
：
奈
良
時
代,

中
世

発
掘
調
査
報
告
書
：
文
献
14

Location. 
Omaru, Inagi City
Excavation.  
Apr.1st–Feb.28th,1982
Apr.1st–Jul.10th,1985
Period.
Nara, Middle Ages

　

№
５
１
３
遺
跡
の
奈
良
時
代
・

中
世
出
土
一い

っ

括か
つ

資
料
は
、
東
京

都
指
定
有
形
文
化
財
（
考
古
資

料
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記

事
が
掲け

い

載さ
い

さ
れ
た
当
時
、
こ
の

遺
跡
の
出
土
資
料
を
〝
特
に
重

要
な
文
化
財
〟
と
し
て
指
定
す

る
動
き
が
始
ま
っ
た
頃こ

ろ

で
あ
り
、

そ
の
価か

値ち

を
広
く
知
ら
し
め
る

機
会
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
こ
の
遺
跡
は
場
所
と

し
て
も
重
要
で
、
死
者
を
弔と

む
ら
い

供く

養よ
う

す
る
聖せ
い

域い
き

で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
記
事
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
資
料
だ
け
で
な
く

板い
た

碑び

や
五ご

輪り
ん

塔と
う

と
い
っ
た
も
の

も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

The Nara and medieval period artifacts excavated from 
Site No. 513 have been designated as cultural heritage 
by the Tokyo Metropolitan Government.
     The publication of this article coincided with the 
start of a movement for the designation, which helped 
to raise awareness of their value.
     This site is estimated to have been a sanctuary for 
mourning and memorializing the dead, and in addition 
to the artifacts featured in the article, items such as 
itabi *1 and gorin-to*2 have also been discovered.

*1 a medieval stele
*2 a five-storied miniature stone pagoda symbolizing the 
Buddhist universe, with each level representing an 
element.

№
５
１
３
遺
跡

遺跡の場所

遺跡範囲

JR 南多摩駅

J R 南 武 線

大丸城跡地

至 武蔵国分寺跡

多　　摩　　川

稲城市立中央図書館

中 央 自 動 車 道

▼
▼

▼

Google Earth より （一部改変）

⑥
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形
地
の
跡
遺

12

13

１号板碑群

３号板碑群

２号板碑群

経塚・墓跡

29
14

15

塔
輪
五
と
碑
板
た
れ
ら
め
集

調査前の地形

1号板碑群検出状況

出土した五輪塔

出土した板碑

調査全体図
15



№
４
５
０
遺
跡

所
在
地
：
多
摩
市
乞
田
谷
戸
根
９
８
０
他

調
査
期
間
：
昭
和
58
年
８
月
１
日
～
12
月
10
日

　
　
　
　
　
昭
和
58
年
11
月
12
日
～
昭
和
59
年
８
月
15
日

時
代
：
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
、
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
、 

　
　
　
中
世
、
近
世

発
掘
調
査
報
告
書
：
文
献
15

Location. 
980, Kotta yatone, 
Tama City, Tama, etc.
Excavation.   
Aug. 1st, 1983–Dec. 
10th, 1983
Nov. 12th, 1983–
Aug. 15th, 1984 
Period.
Paleolithic, Jomon, 
Yayoi, Nara, Heian, 
Medieval, Early 
Modern

毎
日
新
聞　
昭
和
60
（
１
９
８
５)

年
11
月
７
日
付

縄
文
土
器
に

魚
骨
で
模
様

　

こ
の
遺
跡
は
多
摩
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
通
り
沿ぞ

い
に

４
０
０
㍍
以
上
に
わ
た
っ

て
広
が
っ
て
い
た
。
旧
石

器
時
代
以い

降こ
う

、
様
々
な
時

代
の
生
活
の
痕こ

ん

跡せ
き

が
見
つ

か
っ
て
い
る
。
中
で
も
、

魚
の
骨ほ

ね

で
模も

様よ
う

を
つ
け
た

縄
文
土
器
は
極
め
て
珍め

ず
らし

く
、
注
目
を
集
め
た
。

 This site extended for 400 meters 
along Tama New Town Dori Road.
     The excavation revealed evidence 
of repeated human habitation in the 
area spanning various periods, with 
the oldest dating back to the 
Paleolithic era.
     Of particular note among the 
artifacts is Jomon earthenware 
decorated with fish bone patterns, an 
exceptionally rare find.

Google Earth より （一部改変）

遺
跡
の
場
所

⑦
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魚
の
背せ

骨ぼ
ね

は
、
位
置
や
魚

種
に
よ
っ
て
様
々
な
形
を
し

て
い
る
。
展て

ん

示じ

の
土
器
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
比ひ

較か
く

的て
き

左
右

対た
い

称し
ょ
う

な
形
は
、
「
杉す

ぎ

綾あ
や

形
」

を
神
経
棘き

ょ
く

と
血
管
棘
の
跡あ

と

と

仮
定
す
る
な
ら
ば
、
背
骨
の

中
で
も
尾お

ひ
れ
側
の
も
の
だ

ろ
う
。
と
は
い
え
尾
ひ
れ
の

末ま
っ

端た
ん

の
特と

く

徴
ち
ょ
う

的
な
形
は
認み

と

め
ら
れ
な
い
た
め
、
末
端
付

近
を
除の

ぞ

く
部
分
だ
。
背
骨
で

も
頭
に
近
い
ほ
う
は
内な

い

臓ぞ
う

を

囲
う
た
め
肋ろ

っ

骨こ
つ

が
立
体
的
に

つ
く
の
に
合
わ
せ
た
形
を
し

な
ん
の
魚
の
骨
？

　

模
様
つ
け
に
使
わ
れ
た
骨
は

「
イ

ワ
シ
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

表
面
か
ら
の
観
察
で
は
確
認
し
づ

ら
い
。
そ
こ
で
、
シ
リ
コ
ン
を
使
っ

て
土
器
の
表
面
の
形
を
と
っ
て
み
る

と
、
そ
こ
に
押
し
付
け
ら
れ
た
魚

骨
の
形
が
よ
く
分
か
る
。

　

椎つ
い

骨こ
つ

の
大
き
さ
や
鼓

つ
づ
み

の
よ
う
な

形
の
椎つ

い

体た
い

は
確
か
に
イ
ワ
シ
類
に

似
て
い
る
。
中
心
の
稜

り
ょ
う

線せ
ん

の
強
さ

は
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
に
近
い
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
前
方
の
突と

っ

起き

の
形
が

イ
ワ
シ
類
よ
り
も
外
側
に
開
い
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
る
。
実
物
の
「杉

綾
形
」
の
部
分
は
魚
骨
に
し
て
は

太
す
ぎ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
後

か
ら
別
の
道
具
を
押お

し
付
け
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

細
か
い
形
状
か
ら
こ
れ
が
魚
骨
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
さ
ら

に
こ
れ
が

「イ
ワ
シ
」
で
あ
る
と
推す

い

定て
い

さ
れ
た
根こ

ん

拠き
ょ

も
確
か
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
イ
ワ
シ
類
と
は
異こ

と

な
る

よ
う
に
見
え
る
箇か

所し
ょ

も
あ
る
た
め
、

検け
ん

討と
う

を
続
け
た
い
。

シリコン型

シリコン型（拡大）

魚の椎骨 ( 背骨を構成する骨）の形
（引用元：文献 16）

マイワシ
体長 22.5cm

ウルメイワシ
体長 21.0cm

ニシン
体長 30.1cm

マサバ
体長 33.2cm

マガレイ
体長 20.6cm

※魚骨の写真は、
シリコン型（拡大）
の写真と倍率を合
わせています。

意
図
さ
れ
た
「
杉
綾
形
」て

お
り
、
当
て
方
に
よ
っ
て
は

左
右
対
称
に
も
な
り
え
る
が
、

可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
え

る
。
な
ん
に
せ
よ
、
展
示
の

土
器
片へ

ん

の
上
端
は
土
器
の
縁ふ

ち

に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
左
右
対
称
の
形
に
近

く
な
い
部
分
の
骨
は
模
様
つ

け
に
使
わ
れ
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
杉
綾

形
」
を
表
現
で
き
る
部
位
の

み
が
意
図
的
に
選
ば
れ
た
こ

と
に
な
る
。
い
っ
た
い
こ
の
模

様
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が

込こ

め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
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縄
文
前
期
の

〝
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
〟

所
在
地
：
多
摩
市
鶴
牧
二
丁
目
（
旧
地
名　
多
摩
市
落
合
入
乃
谷
２
５
９
９
）

調
査
期
間
：
昭
和
57
年
９
月
15
日
～
昭
和
58
年
２
月
28
日

時
代
：
縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
、
近
世

発
掘
調
査
報
告
書
：
文
献
17

Location. 
Tsurumaki, Tama 
City (Ochiai Irinoya, 
Tama City)
Excavation.  
Sep. 15th, 1982–Feb. 
28th, 1983
Period.
Jomon, Kofun, Edo

　

遺
跡
は
、
後
の
土
地
利
用
な
ど
に
よ
り

原
状
を
と
ど
め
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。

と
こ
ろ
が
、
本
遺
跡
は
地じ

崩く
ず

れ
層そ
う

に
覆お
お

わ

Many archaeological sites 
have been altered due to 
subsequent land use and 
other factors. However, 
this particular site was 
covered by a layer of 
collapsed earth caused by 
a landslide from the 
adjacent hillside, which 
preserved a 6,000-year-
old graveyard and a large 
amount of discarded 
pottery, stone tools, and 
other artifacts in excellent 
condition. It is truly worthy 
of being called a “time 
capsule” .

№
７
５
３
遺
跡

東京新聞
昭和 58(1983) 年 2 月 4 日付

れ
た
た
め
、
６
千
年
前
の
墓
場
と
そ
れ
を

取
り
巻ま

く
大
量
に
廃は
い
　
き棄
さ
れ
た
土
器
・
石

器
な
ど
が
極
め
て
良
好
な
状
態
で
残
さ
れ

て
い
た
。
ま
さ
に
〝
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
〟

と
呼よ

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

唐木田駅

都立埋蔵文化財調査センター

多摩中央公園

パルテノン多摩

鶴牧西公園

多摩センター駅

小田
急多
摩線

京王相模原線

遺跡範囲

遺跡の場所遺跡の現況　鶴牧西公園の果樹園 Google Earth より （一部改変）

⑧
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大
量
の
縄
文
土
器

　

№
７
５
３
遺
跡
か
ら
は
、

地
崩
れ
層
の
下
に
墓ぼ

壙こ
う

群
11

基
と
こ
れ
を
取
り
巻
く
５
ヶ

所
の
遺
物
集
中
部
が
見
つ
か

っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
約
三
万

点
に
及お

よ

ぶ
土
器
・
千
三
百
点

余
り
の
石
器
、
土
製
や
石
製

の
装そ

う

身し
ん

具ぐ

、
焼

し
ょ
う

成せ
い

粘ね
ん

土ど

塊か
い

な

ど
が
出
土
し
た
。

記
事
そ
の
後
…

　

№
７
５
３
遺
跡
が
調
査
さ

れ
た
昭
和
57

（
１
９
８
２
）

年
以い

降こ
う

も
多
く
の
諸も

ろ

磯い
そ

式

期
の
遺
跡
が
発は

っ

掘く
つ

さ
れ
た

が
、
本
遺
跡
の
遺い

物ぶ
つ

出
土

数
は
他
に
類
を
見
な
い
。

復
元
さ
れ
た
数
多
く
の
土

器
は
、
諸
磯
式
期
の
土
器

の
編へ

ん

年ね
ん

研
究
に
欠
か
せ
な
い

資
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

墓
壙
内
か
ら
検
出
さ
れ
た

耳
飾か

ざ

り
や
土
器
は
、
こ
の

時
期
の
葬そ

う

送そ
う

・
墓ぼ

制せ
い

を
知

る
上
で
貴
重
な
例
と
な
っ
て

い
る
。

多
摩
ニュー
タ
ウ
ン
遺
跡
群
の

縄
文
時
代
前
期
後
半
の
遺
跡

　

№
７
５
３
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
前
期
後

半
諸
磯
式
期
の
遺
跡
で
あ
る
。
諸
磯
式

期
は
今
か
ら
お
よ
そ
６
千
年
前
で
、
温お

ん

暖だ
ん

化
に
よ
る
海
水
面
の
上

じ
ょ
う

昇し
ょ
う

（
縄
文
海
進
）

が
ピ
ー
ク
を
迎む

か

え
た
時
期
に
あ
た
る
。
こ

の
時
期
、
こ
の
地
域
で
も
遺
跡
数
が
際

立
っ
て
増
加
す
る
。
１
軒け

ん

～
数
軒
の
小

し
ょ
う

規き

模ぼ

集
落
の
他
、
遺
構
を
伴

と
も
な

わ
な
い
散
布

地
、
本
遺
跡
の
よ
う
な
墓
壙
群
、
集
石

な
ど
が
認み

と

め
ら
れ
る
遺
跡
が
多
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

0 1 2

諸
磯
式
土
器
と
は

　

諸
磯
式
は
、
神
奈
川
県
三み

浦う
ら

市
に
あ
る
諸

磯
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
を
標

ひ
ょ
う
し
き識

と
す
る

縄
文
時
代
前
期
後
半
の
土
器
型
式
で
、
ａ
・

ｂ
・
ｃ
の
３
型
式
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。

　

特と
く

徴ち
ょ
う

と
し
て
は
、
文
様
施せ

文も
ん

具ぐ

に
竹ち

く

管か
ん

を

多
用
す
る
こ
と
、
深ふ

か

鉢ば
ち

以
外
の
器き

形け
い

も
多
く

見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　

本
遺
跡
の
遺
物
集
中
部
か
ら
出
土
し
た
土

器
は
複
数
の
遺
物
集
中
部
に
ま
た
が
っ
て
接

合
す
る
個
体
も
多
く
、
３
０
２
個
体
が
器
形

の
わ
か
る
ま
で
復
元
さ
れ
、
報
告
さ
れ
て
い

る
。
出
土
土
器
の
大
半
は
諸
磯
ｂ
式
期
に
分

類
さ
れ
る
。

遺物集中部から出土した土器

多摩ニュータウンにおける縄文時代前期後半の遺跡分布（引用元：文献 18）

１号土壙 ( 左 ) と４号
土壙 ( 右 )

８号土壙

５号土壙

11 基検出された墓壙群

大きな
石で
土器が
つぶれ
ている。

浅鉢を
伏せた
状態。

口縁部のない浅鉢を伏せた状態。

穴の底に
玦状耳飾２点
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縄
文
中
期
の
大
き
な
ム
ラ

№
72
・
７
９
５・７
９
６
遺
跡

所
在
地
：
八
王
子
市 

堀
ノ
内
５
号
４
７
０
他

調
査
期
間
：
№
72
・
７
９
５ 

昭
和
62
年
11
月
16
日
～
平
成
13
年
１
月
15
日
（
８
次
） 

　
　
　
　
　
№
７
９
６ 　
　
昭
和
56
年
９
月
17
日
～
平
成
２
年
12
月
26
日
（
７
次
）

時
代
：
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
、
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
、    

             

中
世
、
近
世

発
掘
調
査
報
告
書
：
文
献
19

Location. 
Horinouchi,Hachioji 
City, Tokyo
Excavation.  
№ 72･795site 
Nov.16th,1987-
Jan.15th,2000
№ 796 site Sep. 17th, 
198 １–Dec. 
26th,1990
Period.
Paleolithic, Jomon, 
Kofun, Nara, Heian, 
Medieval, Edo

　

こ
の
遺
跡
は
、
南
北
を
川

に
は
さ
ま
れ
た
丘お

か

の
上
に
あ

り
、
日
当
た
り
・
水
は
け
が

良
好
で
あ
る
上
に
、
水
場
へ

の
ア
ク
セ
ス
も
よ
い
。
起き

伏ふ
く

の
激
し
い
丘き
ゅ
う
り
ょ
う
ち

陵
地
に
し
て
は

広
い
平へ

い

坦た
ん

面め
ん

も
あ
り
、
縄
文

人
に
と
っ
て
住
み
続
け
や
す

い
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
た
。

　

こ
こ
か
ら
全
国
的
に
見
て

も
規き

模ぼ

の
大
き
な
縄
文
時
代

の
ム
ラ
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

は
、
当
時
の
紙
面
に
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

報
道
の
後
も
続
い
た
発は

っ

掘く
つ

調
査
に
よ
り
、
最
終
的
に
は

縄
文
時
代
前
期
の
住
居
跡あ

と

17

軒け
ん

、
中
期
の
住
居
跡
２
７
５

軒
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

The site is situated on a hilltop, flanked 
by rivers to the north and south, and 
benefits from ample sunlight, proper 
drainage, and access to a water source.
     The site features a wide, flat terrain 
in a hilly area with undulating 
topography, making it an ideal location 
for Jomon people to settle.
     The discovery of a Jomon-era village 
at this site, which was notably large 
even on a national scale, garnered 
widespread media coverage at the time.
     Subsequent excavations uncovered 
17 pit houses from the early Jomon 
period and 275  from the middle Jomon 
period, following the initial media 
coverage.

読売新聞　平成元 (1989) 年 4 月 27 日付
（傍線の書込みあり）

住
居
跡
に
は
時
期
差
が
あ
る

　

新
聞
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
遺

跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
縄
文
時
代
中
期
の
た
く
さ

ん
の
住
居
跡
。
す
べ
て
が
同
時
に
建
っ
て
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
約
５
０
０
年
お
き
に
３
つ
の
時
代

に
区
分
さ
れ
る
こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
住
ん
だ
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
、
住
居
跡
は
環か

ん

状じ
ょ
う

に
並な

ら

ん
で
い

て
内
側
ほ
ど
新
し
い
時
期
に
建
て
ら
れ
た
こ
と

な
ど
が
紹

し
ょ
う
か
い

介
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
察
を

支
え
た
根こ

ん

拠き
ょ

は
、
土
器
の
研
究
だ
っ
た
。

⑨
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0

40m

20

勝坂式期　住居跡

加曾利Ｅ式期　住居跡

柄鏡形敷石住居跡

方形柱穴列

環状集落範囲（詳しくは『たまのよこやま』129号参照）

左下段の写真を撮影した方向

堀之内芝原公園

現在はマンションとなっている部分

環状集落範囲

堀之内芝原公園

現在はマンションとなっている部分

東京新聞　平成元 (1989) 年 4 月 23 日付 朝日新聞　平成元 (1989) 年 5 月 5 日付
（承諾番号 23-0176）

72

796 795

数字は多摩ニュータウン遺跡番号

環状集落範囲

遺跡の位置

住居跡分布図

時期の新しい住居ほど内側に分布している。環
状
集
落
の
範
囲
（
調
査
時
の
空
撮
写
真
）
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土
器
か
ら
読
み
解
く
時
期
差

　

土
器
は
作
ら
れ
た
時
期
や
地
域
に
よ
っ
て
特と

く

徴ち
ょ
うが

あ
る
。
そ
の
た
め
、
形
や
模も

様よ
う

の
違
い
を

根こ
ん

拠き
ょ

に

「
型け

い

式し
き

」
を
定
め
、
型
式
間
の
新
旧

を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
土
器
編へ

ん

年ね
ん

）。

こ
れ
は
土
器
が
出
土
し
た
住
居
跡あ

と

の
年
代
を
推す

い

定て
い

す
る
根
拠
に
な
る
な
ど
、
遺
跡
の
調
査
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
方
法
で
あ
る
。

　

こ
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
百
万
点
を
超こ

え
る

土
器
を
見
て
み
る
と
、
縄
文
時
代
早
期
か
ら

後
期
に
至い

た

る
も
の
が
含ふ

く

ま
れ
て
い
る
が
、
95
％

は
中
期
の
も
の
だ
っ
た
。

№ 72･795･796 遺跡で見つかった縄文時代中期～後期の土器型式（参考：文献 20）
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時
に
埋
も
れ
て
も
色
褪
せ
な
い
価
値

　

多
摩
新
街
遺
跡
切
抜
帖
、
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　

ご
覧ら

ん

い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
調
査
当

時
は
注
目
を
集
め
て
い
た
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
遺
跡
群
で
す
が
、
そ
の
記き

憶お
く

は
再
び
時
の
流
れ
の
中
に
埋う

も
れ
つ
つ

あ
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
か
つ
て
こ
の
地
に
あ
っ
た

遺
跡
の
記き

憶お
く

は
当
館
で
大
切
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
過
去
の
営

み
を
未
来
に
伝
え
る
か
け
が
え
の
な
い

資
料
と
し
て
、
そ
の
価か

値ち

は
こ
の
先

も
色い

ろ

褪あ

せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私わ
た
し

た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
貴き

ち
ょ
う重

な
遺
跡
の
情
報
を
継け

い

承し
ょ
う

し
、
未
来
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
折お

り

に
触ふ

れ
、
当
館
で
遺

跡
の
記
憶
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

We hope you enjoyed our special exhibition 
“Tama New Town Archaeology 
Scrapbook” .
     Archaeological sites in Tama New Town 
were once in the spotlight at the time of 
their investigation, but their memory seems 
to be buried again in the flow of time.
     However, the memory of the 
excavations that once existed in this area 
is being carefully preserved in this 
museum. The materials on display are 

当館　特別収蔵庫
収蔵庫をガラス越しにご見学いただけます。

当館　体験コーナー
実際の出土品を型取りして造った立体土器パズルなどで
考古資料に親しめます。

遺
跡
を
庭
園
に

　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
遺

跡
調
査
会
は
、
特
に
重
要

な
遺
跡
の
い
く
つ
か
を
、

自
然
公
園
な
ど
と
し
て
保ほ

存ぞ
ん

す
る
よ
う
要
望
し
た
。

№
57
遺
跡
は
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
、
こ
の
遺
跡
の
集

落
部
分
を
保
存
整
備
し
た

も
の
が
当
セ
ン
タ
ー
の
と

な
り
に
あ
る
遺
跡
庭
園

「
縄
文
の
村
」
で
あ
る
。

　

こ
の
集
落
跡あ
と

は
丘お
か

の
上

の
平へ
い

坦た
ん

地ち

に
あ
り
、
集
落

の
近
く
に
は
湧わ
き

水み
ず

、
崖が
け

の

下
に
は
川
も
あ
っ
て
、「
縄

文
の
村
」
と
し
て
の
特
徴

を
よ
く
備
え
て
い
た
。
整

備
の
際
に
は
そ
う
し
た
景

観
を
壊こ
わ

さ
な
い
よ
う
に
配は
い

慮り
ょ

し
、
住
居
や
縄
文
の
森

の
様
子
も
再
現
し
て
、
縄

文
時
代
を
体
感
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

Tama New Town Iseki Chosa Kai, the organization 
responsible for archaeological surveys of the 
Tama New Town area, requested that several 
particularly important archaeological sites be 
preserved as natural parks.
     Site No. 57 is one of those sites, and the 
settlement area of this site has been preserved 
and developed into the adjacent Jomon Village 
archaeological garden at this center.

invaluable resources that bridge the past to 
the present and future, and their value will 
not fade away in the future.Our mission is 
to ensure that the knowledge and insights 
gained from these valuable excavations are 
passed down and shared for generations to 
come.
     Why not visit this museum from time to 
time and touch the memory of the 
excavations?

　The Jomon settlement was located on a flat area 
on top of a hill, with a spring near the settlement 
and a river below the cliffs, exhibiting many 
characteristics of a typical Jomon Village.
     During the development process, great care was 
taken to preserve the natural landscape and to 
accurately reproduce the houses and the Jomon 
forest, allowing visitors to experience the Jomon 
period.
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所
在
地
：
多
摩
市
落
合
１-

14-

２

調
査
期
間
：
昭
和
45
年
１
月
26
日
～
２
月
25
日

　
　
　
　
　
昭
和
45
年
４
月
29
日
～
５
月
31
日

　
　
　
　
　
昭
和
48
年
５
月
28
日
～
９
月
26
日

　
　
　
　
　
昭
和
57
年
９
月
21
日
～
昭
和
58
年
２
月
10
日

時
代
： 

旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
、
中
世
、
近
世

発
掘
調
査
報
告
書
：
文
献
21

№
57
遺
跡

読売新聞　昭和 62(1987) 年 3 月 10 日付

開園当初の「縄文の村」空撮写真

Location. 
1-14-2 Ochiai, Tama 
City
Excavation.  
26 January - 25 
February 1970
29 April - 31 May 
1970
28 May-26 
September 1973
21 September 1982 
- 10 February 1983
Period.
 Paleolithic, Jomon, 
Medieval, Edo

復
元
住
居
と
住
居
跡
レ
プ
リ
カ

（
右
）
縄
文
中
期
の
５
号
住
居
が
モ
デ
ル
の
Ｃ
棟

（
左
）
４
号
住
居
跡
と
５
号
住
居
跡
の
レ
プ
リ
カ

　
２
軒
の
住
居
跡
レ
プ
リ
カ
は
、
実
際
に
住
居
跡

が
見
つ
か
っ
た
地
点
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
左
側

の
５
号
住
居
を
改
め
て
別
地
点
に
復
元
し
た
も
の

が
Ｃ
棟
だ
。

クリ

オニグルミ

トチノキ

遺跡庭園の植物

⑩
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№
72
・
７
９
５・７
９
６
遺
跡

The stone-paved houses are dwellings constructed 
during the late Middle Jomon period through the early 
Late Jomon period, where stones were used to pave the 
floors.
Although it is common to find these houses with some 
stones removed for reuse, at this archaeological site, 
the stones were found in complete form.
     The stones used here have been relocated to a 
reconstructed dwelling in the Jomon Village 

朝日新聞　昭和 58(1983) 年 6 月 29 日付
（承諾番号 23-0176）　※記事レイアウトを一部変更しています。

遺
跡
の
詳
細
は
22
ペ
ー
ジ

他
遺
跡
の
成
果
も
活
用

　

敷し
き

石い
し

住
居
は
縄
文
時
代
中
期

の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
後
期
の
は

じ
め
に
か
け
て
つ
く
ら
れ
る
、

床ゆ
か

に
石
を
敷し

い
た
住
居
だ
。
再

利
用
す
る
た
め
に
一
部
の
石
を

抜ぬ

き
取
っ
た
状
態
で
見
つ
か
る

こ
と
が
多
い
が
、
22
ペ
ー
ジ
で

も
紹
介
し
た
№
72
・
７
９
５
・

７
９
６
遺
跡
の
あ
る
住
居
跡
で

は
敷
石
が
完
全
な
形
で
見
つ

か
っ
た
。
実
は
、
こ
こ
に
使
わ

れ
て
い
た
石
は
現
在
、
遺
跡
庭

園
「
縄
文
の
村
」
に
あ
る
復
元

住
居
に
移
築
さ
れ
て
お
り
、
誰だ
れ

で
も
そ
の
上
に
立
つ
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
の
遺
跡
の
調
査
成
果
と
し

て
も
う
一
つ
欠
か
せ
な
い
の

は
、
付
近
の
泥で

い

炭た
ん

層そ
う

か
ら
採
取

さ
れ
た
植
物
の
花
粉
、
種
実
、

木
材
な
ど
か
ら
縄
文
時
代
中
期

の
多た
ま

摩き
ゅ
う

丘り
ょ
う

陵
の
植し
ょ
く
せ
い生
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
こ
と
だ
。
こ
の
成

果
は
庭
園
内
に
植
え
る
植
物
を

選
ぶ
際
の
参
考
に
も
な
っ
た
。

archaeological park, where anyone can stand on them.
     Another indispensable result of this site's excavation 
is the revelation of the vegetation in the Tama Hills 
during the middle Jomon period, based on the pollen, 
seeds, and wood samples taken from the nearby peat 
layer.
     This finding also served as a reference for selecting 
plants to be planted in the park's garden.
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実
は
常
設
展
示
に
も
新
聞
に
の
っ
た
遺
跡
た
ち
が
。

見
出
し
と
と
も
に
、
５
つ
の
展
示
を
紹
介
し
ま
す
。

実
は
人
面
土
器
装
飾

　

こ
の
冊さ
っ

子し

で
も
す
で
に
２
回
登
場

し
た
№
72
・
７
９
５
・
７
９
６
遺
跡
。

実
は
ま
だ
ま
だ
話
題
に
尽つ

き
な
い
。

こ
の
土ど

製せ
い

品ひ
ん

は
、
発
見
当
時
は
左
の

記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
「
土
製
仮か

〈
１
〉
№

〈
１
〉
№
7272
・
７
９
５
・
７
９
６
遺
跡

・
７
９
５
・
７
９
６
遺
跡

面め
ん

？
」
の
可
能
性
も
挙
げ
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
ひ
も
を
通
す
穴あ
な

が
な
い
こ
と
や
小
形
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
そ
の
後
に
見
つ
か
っ
た

土
器
片へ
ん

と
土
の
質
や
焼
き
加
減
、

内
面
の
カ
ー
ブ
の
具
合
が
一い
っ

致ち

し

た
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は

有ゆ
う

孔こ
う

鍔つ
ば

付つ
き

土ど

器き

の
装そ
う

飾し
ょ
くと

考
え
ら
れ
て
い
る
。
ち
ょ

う
ど
、
長
野
県
大
野
遺
跡

で
人
面
の
つ
い
た
有
孔
鍔

付
土
器
が
出
土
し
た
こ
と

も
、
こ
の
解か
い

釈し
ゃ
く

見
直
し

の
契け
い

機き

と
な
っ
た
。

〝
縄
文
の
有
溝
砥
石
を
発
見
〟

（
読
売
新
聞　

昭
和
60
（
１
９
８
５
）
年
10
月
25
日
付
）

〝
日
本
最
古
の
「
矢
柄
研
磨
器
」

発
掘
〟（
毎
日
新
聞　

昭
和
60
（
１
９
８
５
）
年
10
月
25
日
付
）

　

矢
じ
り
が
登
場
す
る
時
期
に
見
つ
か
る
た
め
、

そ
の
棒ぼ

う

状じ
ょ
う

の
溝み

ぞ

か
ら
矢や

柄が
ら

研け
ん

磨ま

器き

と
も
言
わ
れ

る
砥と

石い
し

。
八
王
子
市
の
富
士
見
台
公
園
そ
ば
の

№
１
１
６
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
。

〈
２
〉
№
１
１
６
遺
跡

〈
２
〉
№
１
１
６
遺
跡

毎日新聞　平成６(1994) 年
２月 10 日付

展示室の縄文時代草創期の
コーナーで常設展示中

（左）往時の姿の想定図
（下）展示室の入口にて常設展示中
　　 ※破損部分は石膏で復元しています。

（
発
掘
調
査
報
告
書
：
文
献
22
）
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（
発
掘
調
査
報
告
書
：
文
献
23
）

（
発
掘
調
査
報
告
書
：
文
献
24
）

〝
都
内
最
大
の
横
穴
墓
発
見
〟

（
読
売
新
聞　

平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
10
月
７
日
付
）

　

町
田
市
小
山
ヶ
丘お
か

に
あ
る
№

３
１
３
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
、
大だ
い

規き

模ぼ

な
石
積
み
を
も
つ
横よ
こ

穴あ
な

墓ぼ

。
全
国

的
に
み
て
も
最
大
級
で
あ
る
こ
と

や
、
石
積
み
が
あ
る
こ
と
、
群
集
し

て
見
つ
か
る
こ
と
の
多
い
横
穴
墓
が

単
独
で
、
し
か
も
丘
き
ゅ
う

陵り
ょ
う

頂ち
ょ
う

部ぶ

で
発

見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
珍め
ず
らし
く
、
注

目
を
浴
び
た
。
石
を
積
ん
だ
例
は
朝
ち
ょ
う

〈
３
〉
№

〈
３
〉
№
３
１
３

３
１
３
遺
跡
遺
跡

鮮せ
ん

に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
渡と

来ら
い

人じ
ん

の
墓
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
単
独
で
見
つ
か
っ
た
の

は
、
一
族
が
長
く
そ
こ
に
住
み
つ

か
な
か
っ
た
た
め
か
。

　

常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、

墓
か
ら
見
つ
か
っ
た
副ふ
く

葬そ
う

品ひ
ん

の

数
々
。
墓
自
体
は
原
位
置
を
留
め

て
い
な
い
が
、
町
田
市
三
ツ
目
山

公
園
で
実
際
の
石
を
用
い
た
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

〝
関
東
最
古
の
硯
出
土
〟

（
東
京
新
聞　

平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
６
月
14
日
付
）

　

町
田
市
小
山
地
区
に
あ
る
№

３
４
２
遺
跡
か
ら
は
須す

恵え

器き

を
焼

い
た
窯か
ま

や
木
製
の
皿
な
ど
が
見
つ

か
り
、
記
事
中
で
「
古
代
の
工
業

団
地
」
と
も
紹
し
ょ
う

介か
い

さ
れ
た
。

　

見
出
し
に
な
っ
た
硯す
ず
り
は
７
世
紀

後
半
の
も
の
で
、
京
都
府
宇う

治じ

市

の
国
史
跡
「
隼は
や

上あ
が

り
窯よ
う

跡せ
き

」
で
見

つ
か
っ
て
い
た
も
の
と
よ
く
似
て

〈
４
〉
№

〈
４
〉
№
３
４
２

３
４
２
遺
跡
遺
跡

い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
に

畿き

内な
い

・
東
海
地
方
か
ら
工
人
が
移

り
住
み
、
中
央
の
影え
い

響き
ょ
うを
色
濃こ

く

投と
う

影え
い

し
た
製
品
を
作
っ
た
と
推す
い

定て
い

さ
れ
て
い
る
。

　

古
代
の
多た

摩ま

丘き
ゅ
う

陵り
ょ
うで
は
、
№

３
４
２
遺
跡
に
限
ら
ず
、
豊
富
な

資し

源げ
ん

を
活
か
し
た
手
工
業
生
産
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。
展
示

ケ
ー
ス
の
中
も
要
チ
ェ
ッ
ク
！

〝
第
一
級
の
資
料　

貴
重
な
納
骨
用
壺
も
〟

（
読
売
新
聞　

昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
１
月
20
日
付
）

　

企
画
展
示
で
板い
た

碑び

と
五ご

輪り
ん

塔と
う

を

紹
介
し
た
、
№
５
１
３
遺
跡
。
記

事
に
写
真
が
掲け
い

載さ
い

さ
れ
た
「
渥あ
つ

美み

壺つ
ぼ

」
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
壺
は
骨こ
っ

粉ぷ
ん

な
ど
と
共
に
土ど

坑こ
う

か
ら
出
土
し
た
。
た
だ
、
壺
の

中
に
骨
が
埋ま
い

納の
う

さ
れ
て
い
た
の
か

は
明
確
で
な
い
。
近
く
に
は
三さ
ん

筋き
ん

壺こ

や
経き
ょ
う
づ
つ筒
も
埋
納
さ
れ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
鎌か
ま

倉く
ら

時
代
に
な
ん
ら

か
の
祭さ
い

祀し

が
お
こ
な
わ
れ
た
空
間

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

〈
５
〉
№

〈
５
〉
№
５
１
３

５
１
３
遺
跡
遺
跡

〝
稲
城
で
古
い
瓦
片
大
量
に
出
土
〟

（
朝
日
新
聞　

昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
２
月
６
日
付
）

 

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
№
５
１
３

遺
跡
に
関
す
る
話
題
は
、
実
は

そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
古

代
の
瓦か
わ
ら
が
ま窯
と
中
世
の
大お
お

丸ま
る

城じ
ょ
うの

発
見
で
も
注
目
を
集
め
た
。
特

に
瓦
窯
に
つ
い
て
は
度
々
新
聞

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
右
に
挙
げ

た
よ
う
な
見
出
し
が
紙
面
を
賑に
ぎ

わ
せ
た
。

展示室の古墳時代後期のコーナーで
出土遺物を展示中

展示室の奈良時代のコーナーで
硯など須恵器を展示中

体
験
コ
ー
ナ
ー
前
に
て
展
示
中

展
示
室
の
平
安
・
鎌
倉
時
代
の

コ
ー
ナ
ー
で
展
示
中
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